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3） たとえば，各素粒子は次のようなスピン数を持つが，これを図に精度よく当てはめ解釈してゆくこと。物質に
質量を与えるヒッグス粒子（スピン0）は原点0に当たり，光子をはじめとする力の素粒子（スピン1）は外部
境界の1重円，重力子（これはまだ仮想粒子である。スピン2）は内部境界の2重円，電子をはじめとする物質
を構成する素粒子（スピン1/2）は，両者のつなぎ目，ねじれ点である小円になぞらえられる。
4） 本文でも述べた，重力＝「モノそのものであるコト」について一言つけ加えると，宇宙にある四つの力（重力，
電磁力，強い核力，弱い核力）のうち，重力だけがまだ量子力学では説明しきれず，より相対性理論の管轄領
域内にある現状は，それが「モノそのものであるコト」に深くかかわるだけに，相対性理論のような，重力を
幾何学的座標に写す，すなわち外から現象を説明する古典物理のほうが，今のところ受け入れやすい説明を提
供してくれているということなのであろう。重力を量子力学でなかなか説明しきれないのは，その量子化の困
難さにある。それは，重力と物質の相互作用がほかの三つの力に比べてはなはだ低いからである。だが，この
ことも，重力が「モノそのものであるコト」という内部状態と解釈すれば，納得できるであろう。それでも幾
分相互作用が認められるように見えるのは，それを「外からモノを描写する」言語で表現しているからである。
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